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俯瞰的システムから紐解く
運動器の健康維持メカニズム

事前登録は必要ありません。

2025年2月3日(月) 16:30～17:30
北海道大学 保健科学研究院 6階大会議室

運動器の健康増進を目指し、リハビリテーション科学の観点から分子生物学
や計算科学などの異分野に切り込み、基礎医学と実践の橋渡し研究に挑戦し
てきた。これまで、加齢に伴う細胞外マトリックスの物理特性変化が変形性
関節症の病態形成に関与することを明らかにしただけでなく、ネットワーク
医学理論を活用したシステム俯瞰的な解析手法を開発し、細胞－細胞外マトリ
ックス間相互作用に着目した病態解明を進めてきた。これらの病態メカニズ
ムを踏まえ、現在は、加齢に伴うメカニカルシグナル伝達の変容を標的にし
た治療法の開発に取り組み、変形性関節症の進行を遅らせる新規治療法の可
能性を探っている。本講演では、運動器の健康に係るこれらの内容を中心
に、現在まで私が取り組んできた一連の研究成果を紹介する。

北海道大学 保健科学硏究院 千見寺貴子
お問い合わせ：hojoin2.chikenjilab@pop.med.hokudai.ac.jp
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